
■検査でわかること

血液中の、① 酸化した超悪玉コレステロール(酸化変性LDL)

② 血管に①を取り込む役割のLOX-1(動脈硬化を進めるタンパク質)

を調べ、将来の脳梗塞・心筋梗塞のリスクを検査します。

詳しくはこちら

■動脈硬化を引き起こすイメージ

ろっくす・いんでっくす

④プラークが破れると
梗塞発症!

③炎症が起き、血管壁に脂質が
吸収され、プラークが形成

自覚症状なく
静かに進行

〈検査に関する注意点〉
※妊娠中、出産後３ヵ月以内の方は検査数値が高く
出る傾向があります。

※外傷（抜歯直後）リウマチ、感染症にかかっている方
は、検査数が高く出る可能性があります。

※脂質異常症治療薬、抗血小板薬降圧剤を服用さ
れている方は、検査数値が低く出る可能性があります。


